
第 113 回 まち研リーダー等会議議事録 
平成 21 年度活動テーマ“変化の一年” 

 

と き  平成 22 年 3月 16 日（火）19：00～  

ところ  まちやサロン 

幹 事  ロマンロード【進行 毛塚  書記 鈴木】 

 

出席者：花水木２名､まちなか市民会議３名､ガイトーメイファ２名､チュンタン２名 

ロマンロード２名､サロンスタッフ１名､支援事務局６名  計 １８名 

 

１．報告事項 

（１）第 66回下町夜市               （下町通り商店街振興組合） 

  ◆ 日時：3月 20 日(土) 

 

（２）H22 年度ボランティア保険加入者の報告について       （支援事務局） 

   ・ボランティア保険料：260 円/人 

   ・３月中に H22 年度分保険料を支払うため、各グループで加入者数を確認のうえ事務

局へメールで連絡する。 

 

（３）渋川市まちなか市民サポーター視察受け入れについて       （商工課） 

◆ 日時：4月 17 日(土) 午後 4時～ 

  ◆ 視察内容：まち研の活動、下町夜市 

   ・まち研の活動について、まち研メンバーに説明をお願いしたい。 

 

 

２．各グループからの報告依頼事項 

● 花水木 

   ・鶴生田川親水大作戦：5月 15 日(土)（予定） 

 

● まちなか市民会議 

   ・中心市街地活性化懇談会において中心市街地活性化についての意見交換等を実施。 

   ・３月中にまちなか市民会議の今後の運営のあり方について協議予定。 

 

● ガイトーメイファ 

・歌声の集い第 3弾（第 65回まちや塾）：3月 28 日(日) 於 鷹匠町長屋門 

 

● チュンタン 

・まちピカ：4月 3日(土) 午前 7時 50 分集合 

    ※ まちやサロンが移転するため、集合場所を後日連絡する。 

 

● ロマンロード 

・「花と緑のぐんまづくり 2010 in 館林」の開催期間中にまちなか散策ガイドの配布、

まちかどお茶屋の協力をお願いしたい（詳細は協議事項（２）②）。 

 



３．協議事項 

（１）「まちなかのカラス問題に警鐘を鳴らす講演会」反省（チュンタン）【資料１】 

◆ 日時：2月 16 日(火) 午後 7時～  於 中部公民館・講堂 

   ・講演会来場者：約 100 名 

   ・今回の講演会を踏まえ、今後の活動にどのように活かしていくのか？ 

    ⇒ 今回の講演会はカラスの生態に重点が置かれたが、今後はカラスの駆除方法など

具体的な内容の講演会を開催したい（講師は同じ予定）。 

   ・講演のなかでまちなかのカラス対策に関する成功事例の話がなく残念だった。他の

地域で成功したカラス対策の事例などを参考にできないだろうか？ 

   ・来場者アンケートの分析結果を今後の活動に活かす必要がある。 

 

（２）花と緑のぐんまづくり 2010 in 館林              【資料２】 

 ① 全体概要（支援事務局） 

◆ 開催期間：4月 18 日(日)～5月 23 日(日)（36 日間） 

◆ メイン会場：館林駅～館林市役所・旧秋元別邸 

◆ 内容：沿道や広場の飾花、各種コンテスト、食のマルシェ 

歴史の小径スタンプラリー、etc. 

 

② 歴史の小径スタンプラリー（ロマンロード） 

◆ 全体日程：土日祝日の 13日間 

4月 24(土)、25(日)、29(木祝)、30(金) 

5 月 1(土)、2(日)、3(月祝)、4(火祝)、5(水祝)、7(金)、8(土)、16(日) 

◆ 実施主体：まち研、観光ボランティアガイドの会、市民協働課 

◆ まち研協力日：4月 29 日、5月 1日～5日（6日間） 

◆ まち研協力内容 

① まちなか散策ガイド(スタンプラリー台紙含む)の配布 

時間：午前 9時～正午、場所：館林駅前 

② まちかどお茶屋の開催（ロマンロード担当） 

時間：午前 10時～午後 2時、場所：毛塚記念館東側駐車場 

  ◆ 散策ガイド配布担当の割振りについて 

・担当日をグループ毎に割振るのか、メンバー個人の希望に合わせて割振るのか？ 

⇒ 原則、グループ毎に割振るが、不都合な場合はメンバー個人の希望に合わせて

臨機応変に対応する。 

・具体的な担当日については、次回のリーダー等会議までに各グループでスケジュー

ルを調整したうえで、担当日割振り表(仮)を作成し管理する。 

・まち研協力日の 6日間には、ロマンロードメンバーが必ず 1名以上が参加する予定｡ 

 

（３）来年度以降のまちやサロンについて（市民協働課）        【資料３】 

◆ 長屋門またはＴＭ21・205 号室のどちらにするのか？ 

・まち研の拠点は鷹匠町長屋門とし、ＴＭ21・205 号室については、他の利用団体と

同じように使用申込をしたうえで使用する。 

 

 



（４）平成 22年度会則改正について（幹事グループ）         【資料４】 

  ◆ まちやサロンの移転やまち研予算管理(市助成分)の移譲など大幅な変更が生じるた

め、会則を改正する。 

  ◆ 改正のポイント 

・事務所を鷹匠町長屋門（館林市大手町 7-29）に置く。 

・まち研の会議に、新たに総会を設ける（事業計画(予算)、事業報告(決算)の承認）｡ 

・代表幹事が総会を招集し、総会の議長になる。 

・総会は全会員の過半数の出席により成立、議事は出席者の過半数により決する。 

・まち研役員に、新たに副代表幹事(グループリーダーが兼務)、会計を 2名に追加。 

 

（５）平成 22年度予算の割り振りについて（幹事グループ）      【資料５】 

・単に各グループの予算を積算して全体予算を編成すると、まち研全体で実施する予

算に余裕がなくなってしまうため、各グループの予算を精査する必要がある。 

・講演会やまちや塾などまち研全体で実施する事業予算については、グループ予算と

いうよりも全体経費や予備費といった取扱いが望ましいのではないか。 

・将来的にまち研会費の値上げを検討する必要があるのではないか。 

⇒ 協議の結果、予算の割振りはグループ主体ではなく事業主体であり、予算編成時

はグループ枠を取り払い、“事業対予算”の形式で作成する。 

 

（６）平成 22年度の組織について                   【資料６】 

① 役員組織のあり方について（幹事グループ・支援事務局） 

  ◆ 協議事項（３）･（４）･（５）の協議と重複。 

  ◆ 市から補助金の交付を受ける団体として恥ずかしくない組織形態を整えることが肝

要である。 

    ⇒ 副代表幹事の設置、会計を 2名体制とする。 

 

② 役員選出について 

代表幹事  長友 

副代表幹事 谷田川、猪俣、中村（研）、高瀬、毛塚 

会計    鈴木、増山 

監査    岩瀬、三條 

 

 

４．その他 

（１）総会について 

 ◆ 日時：4月 20 日(火) 午後 7時～ 

 ◆ 会場：検討中  

 ◆ 総会開催に伴い出席者数の把握が必須であるため、まち研全体へメールで周知したうえ

で出欠の有無及び委任状の回収（メールでの連絡可）を行う。 

 

次回（第 114 回）リーダー等会議 4 月 9日（金）午後 7時  会場 長屋門 

■ 幹事  3.4 月 ロマンロード ⇒ 5.6 月 まちなか市民会議  

⇒ 7.8 月 花水木  ⇒ 9.10 月チュンタン ⇒ 1.2 月 ガイトーメイファ 


